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1, 第 1調査区S101、 SB01(ゴヒから)

2.第 1調査区S102(南 から)
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1.第 2調査区S110(東 から)

2.第 4調査区SB08、 S119～ 22(南 から)
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1 . 第 4言周査区S122 (ゴ ヒ東から)

2. 第 6調査区S123 (】 ヒ西から)



写真12
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第 2調査区S106寵

第 2調査区S110竃

第 4調査区S118竃

第 2調査区SK03

(西 から)  5,
(東か ら)  6.
(】 ヒか ら)   7.

(口蜀か ら)    8.

第 2調査区SKll(西から)

第 2調査区SK12(東 から)

第 7調査区SK18(南 から)

第 1調査区SD01断面 (北 東から)
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調査原因

市町村 遺跡番号

かみ しん ば い せき

上 新 保 遺 跡
と やましかみしん tヨ・ほりほか

富山市上新保・堀外 16201 201497
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20080701

20080930

2,740rぽ
住宅団地

造成計画

所収遺跡名 れ重房U 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

かみ しん は い せき

上 新 保 遺 跡 集落
古代

掘立柱建物、竪穴建物、

土坑、溝、柱穴

土師器、須恵器、黒色土器、

鉄津 (椀型滓 )、 砥石、柱材

近 世 越中瀬戸

要 約

今回の調査地は平成8。 9年度の調査地の北側に隣接する。前回の調査では奈良 。平

安時代の掘立柱建物25棟 と竪穴建物120棟を検出。今回の調査でも同様に奈良 。平安時

代の掘立柱建物8棟、竪穴建物30棟 などを検出した。建物総数180棟 を超える大規模な

古代集落は、同じ富山平野内でも任海宮田遺跡と並んで屈指の規模である。とくに今

回の調査では限られたトレンチ調査であるにもかかわらず、集落の管理棟と考えられ

る規模の大きな掘立柱建物群を検出した。近世については包含層から遺物のみ出土した。
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